
指定管理者モニタリング結果報告書（令和４年度分） 

・施設名   ：丸亀市富熊コミュニティセンター及びゆうとぴあ綾歌 

・施設所管部課：市民生活部生活環境課 

・指定管理者 ：富熊校区コミュニティ協議会 

区   分 内    容 

実施時期 

定期モニタリング：上・下半期ごとに 1回業務報告提出時 

         1 年間の事業報告書（令和 5年 3月 31 日）提出時 

随時モニタリング：施設訪問時実施（年 3～4回） 

実施方法 

定期モニタリング：上・下半期ごとの報告書を 10日までに受け取り、聞

き取り調査を実施 

         1 年間の事業報告書提出時に聞き取り調査を実施 

随時モニタリング：施設訪問時、業務報告書を元に現地調査を実施し、

管理状況を確認 

実施結果 

① 施設の状況 

（施設築年数）築 39 年 

（前年度と変わったところ） 

⇒富熊コミュニティセンター研修室のカーペット交換、入口ドア補修、 

ゆうとぴあ綾歌の障子張り替え 

（今後、修繕等が必要なところ） 

⇒富熊コミュニティセンターの外壁補修、雨漏り、ゆうとぴあ綾歌の廊

下の室外機交換。 

② 施設の利用状況 

【利用状況】 

富熊コミュニティセンター 

 令和 3年度 令和 4年度 対比年比(%) 

利用者数 2951 人 3609 人  122.3% 

利用料収入 37,750 円 33,850 円 89.7% 

ゆうとぴあ綾歌 

 令和 3年度 令和 4年度 対比年比(%) 

利用者数 5503 人 7960 人  144.6% 

利用料収入 80,800 円 119,950 円 148.5% 

 

（前年度と比較して利用者や収入が増加・減少した理由） 

⇒コミュニティセンターは生涯学習が少なく老壮会、役員会などが主体

のため減少。 

 ゆうとぴあ綾歌は生涯学習の参加が多い。 

（利用者の傾向・属性） 

⇒同上 

（利用者数増加のための取組） 

⇒老壮会、部会、料理教室、子供教室など活用 

③ 施設利用者の意

向把握と対応 

（利用者の意見や要望を把握するための方法） 

⇒事務所での聞き取り 

（市民サービス向上への取組） 

⇒地域の人々が気軽に利用できるような運営に努めている。 

④ 管理体制 

事務局長 1名、事務員 1名、管理人 3人（業務委託）で管理。 

業務内容は、所長(施設管理運営、各種団体との連絡調整、全般) 

事務員(施設の事務、庶務全般) 

管理人(施設内外の清掃、開錠、施錠、他) 

⑤ 管理経費 

事業計画に沿った経費使用に努め日常の使用に問題無く、災害時に対応

出来るような設備管理を行っている。できる限り最小限での経費使用。 

また、非営利事業所として税務署へ届け済み（実費弁償方式を採用）。 



⑥ 緊急時の対応に

ついて 

平素から危機管理意識を持ち、センター利用者にも参加協力を得ながら、

災害を想定した避難訓練及び消火訓練を実施している。 

また、災害の恐れがある警報が発令された場合には、市と連絡体制を密

にとると共に、職員はコミュニティセンターで待機している。 

⑦ そ の 他 
(指定管理者の業務
遂行能力等) 

指定管理者本体の財務状況に大きな問題はなく、業務遂行能力について

問題は見られない。 

 

⑧ 改善指示事項 
引き続き利用者のニーズにあった運営を行い、利用促進を図っていただ

きたい。 

実施結果に対する所管課の意見 
施設の効率的な運用に努めており、利用者の利便性や経費削減にも配慮

しながら概ね良好に管理されている。 

今後の施設管理に反映(改善)す

る事項 

常日頃から目配りし、修繕箇所・問題点を把握し対処していく。 

 


